
Ⅰ．はじめに

　竹林が栽培地を越えて森林内などへ広がる，いわゆる竹林拡大

は西日本を中心に近年大きな問題となり，人々の関心を集めてい

る現象で，その様相や要因についてはまだ充分とはいえないがこ

れまでさまざまな調査・研究が行われてきている（3，4，5，6，

7）。竹林拡大の対策に関しては多様な視点からの研究が必要で

あるが，上述のような研究の蓄積もその一つとして重要であると

考えられる。

　ところで，竹林拡大は南九州でも顕著であり，各所でみられ，

問題となっている。しかし，南九州の場合，蒲生町における竹林

拡大に関する報告（1）を除いて，まとまった調査・研究報告は

みられず，その様相や要因については充分明らかにされていると

はいえない。そこで，筆者らは南九州における竹林拡大の様相や

要因に関する知見を蓄積することを目的として竹林動態に関する

調査・研究に着手し，まず宮崎県高岡町内の竹林を対象として

行った結果を報告した（2）。今回は，宮崎県国富町と綾町の２

区域を対象として，３０年間の竹林動態の様相について観察・検討

したので報告する。

Ⅱ．調査地と研究の方法

　国富町は以前から宮崎県の中では竹林が多く，タケノコや竹材

についても有数の生産量を示してきた町である（２００１年現在竹林

面積１９８ha，タケノコ生産量１８８t，竹材生産量１５，０００束）。これに

対し，綾町には竹林面積は少なく，竹林からの生産量もわずかで

ある（同年現在竹林面積５６ha，タケノコ生産量２０t）（8，9，10）。

このような竹林の経営管理状況の違いは竹林動態に影響を与えて

いることが予想され，有益な知見が得られることが期待された。

そこで，今回はこの２町を調査地とした。

　実際の調査対象区域は国富町八代南俣地区と綾町入野地区に設

定した。区域は方形でその範囲は八代南俣地区では３ km×３

km（以下，この区域を南俣地区と称する），綾町入野地区では２
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km×４ km（以下，入野地区と称する）とした（図－１）。以上

において地区と区域はそれぞれの町および地区内において竹林お

よびその管理の状態を代表すると考えられるところを踏査や空中

写真判読に基づいて選定した。

　竹林動態は１９７１年，１９８３年，１９９０年および２００１年の４時点（７

～１２年間隔）で撮影された空中写真を用いて３０年間にわたって調

べた。最初に，それぞれの時点における密着空中写真（宮崎県お

よび国土地理院撮影，８枚）をスキャナーで画像ファイルにした。
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図－２．竹林の分布と変化
空白部分は竹林を，影の部分は宅地を示す。



解像度は３００dpi とした。続いて，これらの画像について数値地

図２５０００（地図画像，国土地理院発行）を参照してGIS ソフト

（ArcView８．２）により幾何補正を行った。ここで，コントロー

ルポイントは８箇所とし，座標には世界測地系（WGS１９８４）を

用いた。次に，年次・地区毎に画像をコンピュータディスプレイ

上に表示し，その中の竹林部分をマウスでトレースし，竹林のレ

イヤーとして保存した。これらの各レイヤーを用いて竹林の分布，

竹林の数および竹林面積の変化を調べた。なお，用いた画像には

オルソ幾何補正を行っていないので，竹林面積の値は空中写真の

持つ歪みに起因する誤差を有する。また，本研究では竹が群生し，

画像上で明らかに他と区別でき，マウスでトレースが可能なまと

まった部分（林分）を竹林としてトレースを行った。

Ⅲ．結　果

１．竹林の分布状況と変化

　南俣地区では竹林は宅地（住居，各種施設および庭の部分をさ

す）周辺に分布しており，竹林がよく利用され，集約的に管理さ

れてきたと思われる地域の特徴が竹林の分布状況によく表れてい

た。今回の観察期間中では分布状況に大きな変化は認められな

かった。一方，入野地区では南俣地区と異なり，竹林は主に森林

地帯に分散して分布しており，南俣地区同様，観察期間中におい

て分布状況に大きな変化は認められなかった（図－２）。

２．竹林数と変化

　図－３に竹林数の変化を示す。南俣地区では，竹林数は１９７１年

には９２であったものが１９８３年には１１６と１．２６倍に増えた（年平均

２増加）が，１９８３年～１９９０年間は０．９１倍（年平均１．４減少），１９９０

年～２００１年間は０．９８倍（年平均０．２減少）に減少した。一方，入

野地区では竹林数は１９７１年の２９が１９８３年には２．１７倍の６３に増えた

が（年平均２．８増加），１９８３年～１９９０年間では０．８１倍に減少し（年

平均１．７減少），１９９０年～２００１年間は１．１４倍（年平均０．６増加）と

再び増加していた。以上において竹林数が減少したのは，図－２

にみられるように消失したり，面積が拡大し，近くの竹林と結合

した竹林があったためである。

３．各竹林面積と変化

　２地区における個々の面積を図－４に示す。どちらの地区にお

いても小から大までいろいろな面積の竹林がみられたが，大半は

５，０００m２以下であった。地区別にみると，南俣地区の竹林は入野

地区に比べて面積のばらつきが大きかった。年次間では，近年ほ

どばらつきが拡大しており，また全竹林数に対する面積１ ha 以

上の竹林数の割合は年次の古い順から，南俣地区では３％，９％，

１２％，１３％，入野地区では７％，６％，１０％，１２％となり，大き

な面積のものが増えている傾向がみられた。

４．竹林総面積と変化

　南俣地区では，１９８３年には１９７１年の１．４６倍（年平均９，９３７m２増

加）とかなり増加した。これに対し，１９８３年から１９９０年間の増加

量は１．１５倍（年平均８，１８１m２）に低下，１９９０年から２００１年の間は

更に１．０３倍（年平均９９６m２）で横ばいとなった。一方，入野地区

では，１９７１年～１９８３年間は２．３６倍（年平均１０，６１８m２）と大きく

増えていたが，１９８３年～１９９０年間は１．０１倍（年平均３１９m２）でほ

ぼ横ばい，１９９０年～２００１年間は１．１４倍（年平均２，９３４m２）でやや

増加していた（図－３）。３０年後の２００１年の値は１９７１年の値に対

し，南俣地区で１．７２倍，入野地区で２．７３倍となっていた。

５．拡大した竹林の拡大状況の実際

　各観察期間の期首と期末の時点の画像を個々の竹林単位で比較
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図－３．竹林数および竹林総面積と変化

図－４．各竹林面積と変化
図は箱ひげ図で，極値（●），外れ値（○），外れ値でない最
大および最小値（－），箱の上端は７５パーセンタイル，中央は
中央値，下端は２５パーセンタイルを示す。



し，期首に存在していた竹林の中で，期末では画像上で拡大して

いると判断できた竹林の拡大先を調べた。表－１に示すように両

地区とも竹林の周辺にはスギ林が多かったことから，拡大先もス

ギ林が多かったが，１９７１年～１９８３年間は空き地（未利用の土地）

が最も多く，また畑への拡大もみられた。

Ⅳ．考　察

　関西地方では２５年間で竹林面積が当初の５倍および８倍に増加

した事例があり（6），また，高岡町の事例でも内山地区の場合

は３０年間で６倍に増加したが，今回は３０年間でも３倍以下で小さ

かった。特に南俣地区では３０年間でわずか１．７２倍にとどまってい

た。同様の結果が高岡町の楠見地区の竹林でも得られている

（2）。これらの両地区に共通しているのは竹の利用が比較的行わ

れてきた地区であるということである。本研究は竹林動態の一般

的様相の把握とともに，経営管理状況が竹林動態，とりわけ竹林

拡大にどのように影響を与えるかどうかについて着目したもので

あるが，やはり楠見地区や今回の南俣地区のような竹林経営に関

心が持たれてきた地区では竹林の管理が行われており，今日問題

となっているような竹林拡大はそれほど進んでいないことを本研

究の結果は示している。しかし，このような南俣地区でも１９７１年

から１９８３年にかけて竹林の数や総面積が増えていた。表－１に示

すように竹林のスギ林への拡大などもあるが，当時の竹の需要や

行政の竹林経営に対する補助事業の存在および空き地に拡大して

いることなどを総合すると自然拡大だけでなく植栽や竹林への誘

導などが積極的に行われた結果ではないかと推測される。

　一方，竹林のなかには消失したものや結合したものがみられた。

このうち結合は隣接する竹林の拡大，消失は人為的要因によると

推測されるが，これらの様相や要因についてはさらに詳細に検討

する必要がある。今後は以上を踏まえ，また画像に対するオルソ

幾何補正を行って竹林面積や画像判読の精度を上げて観察事例を

重ね，合わせて竹林の立地環境の解析も進めていく方針である。
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表－１．画像判読に基づく竹林の拡大先と
　拡大竹林数および拡大面積

１９９０～２００１１９８３～１９９０１９７１～１９８３
拡大先地　区

拡大面積竹林数拡大面積竹林数拡大面積竹林数
１０，７９６１１１７，４３２１１２８，３３１１４スギ林

南　俣
１，２９７１９，０８７２００広葉樹林
１２，３５８１０３，５４０６４３，５０９２２空き地
２８６１２，２７４３１７，５６０９畑

２４，７３７２３３２，３３３２２８９，４００４５計
５，８５１５１８，５０７９２２，６４８５スギ林

入　野
００５，５０８２５，１５６１広葉樹林

９，１７４６２，６５５３４０，５９８１５空き地
００００７，２３８２畑

１５，０２５１１２６，６７０１４７５，６４０２３計

注１）期首に存在した竹林で，拡大した竹林の数および面積を示す。
注２）竹林数と拡大面積の単位は件，m２。


